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例会報告 第２６３９回 平成３１年１月１７日（木曜日） 天気：曇 

■例会司会：田渕副ＳＡＡ 

■開会点鐘：竹田会長 

■Ｒソング：我等の生業 

■お客様 ：  

 

四つのテスト  言行はこれらに照らしてから 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか  

４．みんなのためになるか どうか 

■会長報告  竹田会長                          

冒頭に聞きたいのですが、昨年の暮れの宝くじに当たった人は居ませんか

ね？お裾分けお願いします。 

 昨日、日本人横綱の稀勢の里が引退しました。今年は選挙がたくさんありま

す。何より平成から新しい年号になります。本当に節目の年になると思います。

当クラブとしても事務局の伊与田さんを迎え、新しいスタートになりました。

これを契機に考えていかなければならない事案もあります。皆さんのご協力を

得て、あっという間に半年がたちました。振り返ってみると反省点もたくさん

ありましたが、これらを反省しながら残り半年間をガバナーの方針に従い、努

力していかなければなりません。心新たに決心しましたので、気がついたこと

があれば叱咤激励をちょうだい頂きたいと思います。猪突猛進で突き進んでい

きたいと存じます。来週は桑原ガバナーの訪問例会となっております、前日に

は合同で歓迎会を行います。 

 緊急に検討頂かなければならない事案ができましたので、今日は臨時理事会

を開催したいと思います。 

 

■幹事報告  保田副幹事                           

■2018-2019 年度ガバナーエレクト事務所事務局より： 

・2019-2020 年度短期交換計画について 

 

■米山記念奨学会より： 

・ハイライトよねやま 

 

■中村ＲＣより： 

・1月 23 日（水）出席者報告 

 

■宿毛ＲＣより： 

・2018～2019 年度半期決算書 

 

欠席届 11 名 

 

■プログラム 田渕副 SAA                         

西田会員 

今日はロータリーの手引きを軽く紹介したいと思います。RCはポールハリス

が４人で始めたロータリーは今年で約１００年です。 

 日本のロータリーの発展ということで、アジアにおけるロータリーは１９１

９年に中国の上海、インドのカルカッタにでき、翌年東京にできました。米山

梅吉が１８名の会員で、そして２４名のチャーターメンバーで開始しました。 

 一時、国際ロータリーを脱退したときがあります。昭和１５年に戦争の関係

で、日本・満州のロータリークラブは脱退しました。 

 ロータリーの目的は奉仕の理想を実践に移すこと、行動に移すこと、相手の

同志によいアイデアを与えることです。例会に出て何か一つ人を通じて勉強す

ることが大事だということです。 

 四つのテストですが、ロータリーの素晴らしい理念であり、企業に持ち帰っ

て運用してください。 

 公式訪問ですが、ガバナーというのは自己の地区内のクラブを全部訪問する

ことになっており、会長幹事懇談会、クラブ協議会、例会出席を必須というこ

とになっております。 

 竹田会長は緊張を持って始められました。慣れたようで、講演でも開ける感

じになっていますね。慣れというのはすごいと思います。 

 クラブの運営における理事会ですが、クラブ内で力を持っているものであり

ます。宿毛ロータリーの場合は規約に縛られず全員が理事会で意見交換ができ

たらいいと思います。 

 スピーチですが、ゲストスピーチと会員スピーチがあります。知識向上の源

泉になります。 

 ニコニコがあります。楽しいこと、感じたことなどがあれば、クラブに気持

ちとして寄付をする仕組みです。将来の周年事業に使っていくものになりま

す。SAAさんが奨励してもらえばありがたいです。 

 会員増強委員会は、人数を増やすための委員会です。 

 他に様々な委員会があります。 

 社会奉仕委員会では、ポールハリスが市役所に公衆トイレを寄贈したことが

始まりです。 

 ロータリー財団は国際ロータリー自ら運営する随一の事業です。２６７０地

区でもかなりな財源があるようです。 

 事務局にいろいろな本がありますので、是非読んでみてください。親睦が一

番だと思いますので、よろしくお願いいたします。 

   

 私の履歴書：時計屋の息子でした。西田時計店です。時計屋を継いだんです

が、修理が大変で、当時宿毛の中で居酒屋がなかった為、両親に相談したとこ

ろ大反対されました。しかしどうしてもやりたくて開業しました。市の職員、

看護士さん、土木の方々がよく来て、毎日いっぱいになりました。官公庁の

方々に大変お世話になりました。 

来年で５０年になります。７０歳になったときにすべてを放棄して息子に任

せました。時代の違いを感じて息子に任せたのですが、よかったと思います。

企業の方も十分に採算がとれるようになっております。時代を交代することは

勇気がいることです。息子も成長してうれしい限りです。ただ、お金の計算だ

けは私のぼけ防止のためにやっております。利潤が出たときは私がもらいます

が、出なかったときはポケットマネーで補填します。 

 

■ニコニコ                               

竹田会長                        1,000円 

 不幸があって年賀状を出しておりません。今年もよろしくお願いします。 

 

■出席報告                                 

４６．１５％ 

 

■会長        竹田 米廣          ■例会日：毎週木曜日 12:30～13:30 
■幹事        高瀨 一也          ■例会場：宿毛市幸町 秋沢ホテル 
■ＳＡＡ       山本 浩司          ■事務所 
■クラブ奉仕委員長  小栗 学                 〒788-0003 高知県宿毛市幸町 6-43 
■職業奉仕委員長   竹葉 良仁                 TEL 0880-63-3416 FAX 0880-63-3417 
■社会奉仕委員長   筒井 大八                 URL    http://www.gallery.ne.jp/~sukumorc/ 
■国際奉仕委員長   増田 博和           E-Mail sukumorc@mb.gallery.ne.jp 
■青少年奉仕委員長  二神 雅彦 


